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農業を始めたい人を応援します…２ ／坂田小６年西村晟太朗くん 走り高跳びで全国大会出場…８



市
で
は
、
市
内
で
農
業
経
営
を
始
め
よ
う
と
す
る
人
や
農
業
経
営
を
開
始
し
て

間
も
な
い
農
業
者
に
対
し
、
給
付
金
等
の
交
付
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
市
と
国
両
方
の
支
援
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
農
政
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
経
済
環
境
部
　
農
政
課
（
伊
吹
庁
舎
）

1
５
８
ー
２
２
２
８
　
5
５
８
ー
１
７
１
９

農
業
を
始
め
た
い
人

応
援
し
ま
す
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新規就農者等支援費補助金（市事業）

1 給付金等の額
月額３万円（36か月を限度）

2 対象者
・市内に居住する18歳以上55歳未満の人
・農業で生計を維持するために農業経営を開始
しようとする個人または法人の代表者

・次のいずれかに該当する人
①新規就農志向者
農業の生産技術などの取得のために６か月以
上３年以内の期間で営農実習を受け、実習終
了後に市内で農業経営を開始しようとする人

②新規就農者
市内で農業経営の基盤を取得し、農業経営を
開始しようとする人

③独立就農者
農業の経営主のもとで３年以上従事し、市内
で独立して農業経営を開始しようとする人

3 要件等
・就農計画書を提出し、審査の結果、市から新
規就農者等の認定を受けることが必要

・補助対象は、就農に必要な経費
例）研修費、就農の準備経費、農地や農業用
施設・機械の取得費や賃借料、生産に係る経
費など

4 その他
就農後５年以上継続して農業経営を行うこ
とが必要です。就農後５年以内に廃止した場
合は、補助金を全額返還していただくことに
なります。
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青
年
就
農
給
付
金
を
活
用
し
て
@
番

で
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
を
営
む
川
瀬
陽
介
さ

ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

農
業
を
始
め
る
前
は
、
飲
食
店
で
調

理
を
し
て
い
た
と
い
う
川
瀬
さ
ん
。
店

を
通
じ
て
い
ろ
ん
な
農
家
と
出
会
い
、

野
菜
を
こ
だ
わ
っ
て
作
る
こ
と
で
、
こ

こ
ま
で
料
理
に
違
い
が
出
て
く
る
の
か

と
い
う
驚
き
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
自
分
も

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
変
わ

っ
て
き
た
そ
う
で
す
。「
そ
れ
に
、
い
い

も
の
を
作
る
人
た
ち
が
魅
力
的
だ
っ
た

と
い
う
の
も
農
業
を
始
め
た
い
と
思
っ

た
理
由
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と

川
瀬
さ
ん
。

農
業
法
人
で
３
年
働
き
、
独
立
を
考

え
た
時
に
、
県
の
農
産
普
及
課
の
紹
介

で
イ
チ
ゴ
栽
培
の
後
継
者
を
探
し
て
い

た
堀
江
さ
ん
と
出
会
い
、
後
を
引
き
継

い
だ
そ
う
で
す
。

農
業
は
、
子
ど
も
を
育
て
る
感
覚
に

近
い
と
い
う
川
瀬
さ
ん
。「
子
育
て
経
験

は
な
い
の
で
す
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う

に
育
て
た
苗
が
実
っ
た
時
の
喜
び
は
ひ

と
し
お
で
す
」
と
に
っ
こ
り
笑
顔
に
。

川
瀬
さ
ん
は
、
木
酢
液
な
ど
を
使
い

農
薬
を
減
ら
す
取
り
組
み
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。「
伊
吹
山
は
薬
草
の

宝
庫
と
言
わ
れ
、
昔
は
ヨ
モ
ギ
や
ド
ク

ダ
ミ
が
薬
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
い
う
、
人
間
の
生
活
に
身
近
に
あ

っ
た
も
の
で
農
作
物
を
作
っ
て
、
味
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
作
る
過
程
も
美
し
い
農

業
を
目
指
し
た
い
で
す
」
と
熱
い
想
い

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

○
農
業
技
術
や
経
営
指
導
に
つ
い
て

湖
北
農
業
農
村
振
興
事
務
所
　

農
産
普
及
課

1
６
５
ー
６
６
３
１

○
農
業
資
材
の
斡
旋
、
資
金
貸
付
等
に
つ
い
て

レ
ー
ク
伊
吹
農
業
協
同
組
合
　

営
農
企
画
課

1
６
３
ー
２
１
０
１

○
農
地
の
売
買
・
賃
借
に
つ
い
て
　

米
原
市
農
業
委
員
会
1
５
８
ー
２
２
２
６

○
農
業
施
策
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
等
に
つ
い
て

米
原
市
農
政
課

1
５
８
ー
２
２
２
８

▲苗の生育を確認する川瀬さん

青年就農給付金（国事業）

1 給付金等の額
・１人あたり年間150万円
（給付期間は最長５年間）
・夫婦で農業経営を開始する場合は、夫婦合わ
せて225万円(ただし、共同経営者である等
の要件があります）

2 対象者
次の要件にすべて該当する人
・独立・自営就農時の年齢が、45歳未満で農業
経営者となることに強い意欲があること。

・経営開始計画（農業経営開始５年後までに農
業で生計が成り立つ実現可能な計画）を作成
すること。

・「人・農地プラン」に中心となる経営体とし
て位置付けられていること（見込みも可）ま
たは農地中間管理機構から農地を借り受けて
いること。

・前年度の総所得（農業経営開始後の所得に限
る）が250万円未満であること。

3 要件等
次の要件をすべて満たすこと。
①農地の所有権または利用権を給付対象者が有
していること。

②主要な農業機械・施設を給付対象者が所有し
または借りていること。

③生産物や生産資材等を給付対象者の名義で出
荷・取引すること。

④給付対象者の農産物等の売上げや経費の支出
などの経常収支を給付対象者の名義の通帳お
よび帳簿で管理すること。

4 その他
生活保護、失業手当等、生活費を支給する
国の他の事業と重複受給できません。
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農
業
水
利
は
、
大
き
く
分
け
て
山
の
谷

水
や
河
川
水
、
湧
水
の
直
接
利
用
、
大
き

な
河
川
の
井い

堰せ
き

か
ら
の
取
水
、
琵
琶
湖
か

ら
の
逆
水
灌
漑

か
ん
が
い

の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。
姉

川
の
上
流
域
や
伊
吹
山
麓
、
霊
仙
山
麓
な

ど
の
山
間
部
は
、
山
の
谷
水
や
河
川
水
を

引
き
込
み
、
扇
状
地
な
ど
の
湧
水
が
豊
富

な
地
域
で
は
、
湧
水
が
利
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
山
間
部
で
も
水
利
の
便
が
悪
く
、

地
形
的
な
条
件
が
厳
し
い
集
落
で
は
、
田

は
あ
ま
り
作
ら
れ
ず
、
畑
作
や
林
業
（
炭

や
薪
）
で
生
計
を
立
て
て
い
た
と
こ
ろ
や
、

他
の
集
落
で
土
地
を
借
り
て
田
を
作
る
人

も
い
ま
し
た
。

米
原
の
代
表
的
な
農
業
水
利
は
、
出い

ず

雲も

井ゆ

（
姉
川
合
同
井
堰
）
と
天
の
川
合
同
井

堰
で
す
。
か
つ
て
姉
川
に
は
、
伊
吹
集
落

か
ら
長
浜
市
東ひ

が
し

上
坂

こ
う
ざ
か

ま
で
の
間
に
20
か
所

も
の
井
堰
が
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
木

造
で
あ
っ
た
た
め
に
洪
水
の
度
に
流
さ
れ

て
し
ま
っ
た
り
、
渇
水
期
に
は
上
流
の
井

堰
が
水
を
独
占
し
た
り
し
て
争
い
が
起
こ

っ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。
現
在
の
出
雲
井
は
、
昭
和
28
年
に
造

ら
れ
た
も
の
で
、
市
の
山
東
地
域
と
下
流

域
の
長
浜
市
ま
で
の
約
６
６
０
（
か
つ
て

は
８
５
０
）
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
お
よ
ぶ
水

田
を
潤
し
て
い
ま
す
。
灌
漑
期
で
毎
秒
約

３
ト
ン
、
非
灌
漑
期
で

毎
秒
約
１
ト
ン
の
水
が

取
水
さ
れ
て
お
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
水
施
設
を

経
て
、
網
の
目
の
よ
う

に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
用

水
路
へ
と
送
ら
れ
て
い

ま
す
。

特
徴
的
な
分
水
施
設

と
し
て
は
、
扇
形
を
し

た
小
田

や

な

い

だ

分
水
が
あ
り
、

出
雲
井
か
ら
の
水
を
小

田
上
井
と
小
田
下
井
、

長
浜
市
北
郷ご

う

里り

地
区
の

３
つ
に
分
水
し
て
い
ま

す
。
こ
の
小
田
分
水
か

ら
の
水
を
さ
ら
に
分
水

し
て
い
る
の
が
、
間は

ざ
ま

田た

五ご

川せ
ん

分
水
で
す
。
ま
た
、

姉
川
に
架
か
る
井い

之の

口く
ち

橋
の
少
し
上
流
に
あ
る

井
之
口
円
形
分
水
も
、

小
田
分
水
池
か
ら
流
れ

る
水
を
、
井
之
口
と
長

浜
市
へ
分
水
す
る
施
設

で
す
。

天
の
川
合
同
井
堰

は
、
昭
和
32
年
、
市
の

米
原
地
域
の
一
部
と
近

江
地
域
の
大
部
分
を
灌

漑
す
る
た
め
に
造
ら
れ
た
井
堰
で
す
。
天

野
川
に
は
、
も
と
も
と
多
く
の
井
堰
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
の
森
林
濫

伐
が
も
と
で
、
水
量
は
夏
季
に
減
少
し
干

害
が
起
き
、
豪
雨
の
際
に
は
急
激
な
出
水

の
た
め
に
井
堰
が
流
出
す
る
こ
と
が
度
々

あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
天
野
川
や
そ
の
支

流
の
丹
生

に

ゅ

う

川が
わ

の
水
を
主
に
、
琵
琶
湖
か
ら

の
逆
水
に
よ
る
併
用
灌
漑
と
な
っ
て
お
り
、

約
６
９
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
を
潤
し
て

い
ま
す
。
灌
漑
期
で
毎
秒
約
５
・
８
ト
ン
、

非
灌
漑
期
で
毎
秒
約
０
・
44
ト
ン
の
水
が

取
水
さ
れ
て
い
ま
す
。

まいばらの水
イメージキャラクター　

スイナちゃん

▲ 間田五川分水

▲ 井之口円形分水

米
原
の
農
業
水
利

〜
番
外
編
②
〜

お問い合わせ　経済環境部　環境保全課（伊吹庁舎） 1５８－２２３０　5５８－１６３０

深
い
山
々
が
育
ん
だ
米
原
の
美
し
い
湧
き
水
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
未
来
に
伝
え

た
い
”ま
い
ば
ら
の
水
“」
に
選
ば
れ
た
12
か
所
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
が
、

７
月
か
ら
は
番
外
編
と
し
て
、
地
域
と
水
の
関
わ
り
に
つ
い
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

▲ 出雲井（姉川合同井堰）
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か
つ
て
米
原
駅
の
南
西
に
は
入い

り

江え

内な

い

湖こ

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
お
お
よ
そ
下
向

き
の
三
角
形
に
近
い
形
状
を
し
て
い
て
、

面
積
は
三
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
周
囲
約
八

キ
ロ
、
水
深
は
〇．

六
〜
一．

八
メ
ー
ト

ル
と
、
内
湖
と
し
て
は
大
中
の
湖
に
次
ぐ

広
さ
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
琵
琶
湖
と
は
、

そ
の
南
西
に
位
置
す
る
磯
山
か
ら
北
北
東

に
延
び
た
長
さ
約
二
キ
ロ
の
砂さ

堆た

い

に
よ
っ

て
隔
て
ら
れ
、
そ
の
付
け
根
に
磯
の
集
落

が
あ
り
ま
す
。「
内
湖
」
と
は
、
琵
琶
湖
の

湖
岸
が
川
か
ら
運
ば
れ
た
土
砂
に
よ
っ
て

入
口
が
ふ
さ
が
れ
て
、
半
ば
独
立
し
た
沼し

ょ
う

沢た

く

地ち

に
な
っ
た
も
の
で
、
琵
琶
湖
独
特
の

呼
び
名
で
す
。
そ
の
姿
は
、
地
形
学
で
い

わ
れ
る
「
潟せ

き

湖こ

」
や
「
ラ
グ
ー
ン
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
と
同
じ
で
す
。

豊
富
な
水
産
資
源
を
も
っ
た
入
江
内
湖

は
、
古
来
か
ら
良
好
な
漁
業
の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
第
二

次
世
界
大
戦
末
期
に
食
糧
難
に
陥
っ
た
こ

と
で
農
地
開
発
の
機
運
が
高
ま
る
と
、
琵

琶
湖
干
拓
事
業
の
一
環
と
し
て
、
入
江
内

湖
の
干
拓
が
昭
和
一
九
年
か
ら
二
五
年
に

か
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
一
九
年
に
干
拓
が
は
じ
ま
り
、
広

大
な
湖
面
が
露
出
す
る
と
、
全
域
か
ら
土

器
な
ど
の
大
量
の
遺
物
が
出
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
戦
中
の
こ
と
で
あ
り
考
古
学
へ

の
関
心
は
薄
く
、
昭
和
二
四
年
に
小お

江え

慶よ

し

雄お

氏
（
京
都
学
芸
大
学
）
が
南
西
部
の
小

区
画
を
試
掘
し
た
の
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
磯い

そ

崎ざ

き

文ぶ

ん

五ご

郎ろ

う

氏
は
陸
地
化
す
る

過
程
で
熱
心
に
遺
物
を
採
集
し
、
そ
の
多

く
は
琵
琶
湖
干
拓
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
磯
崎
氏
は
、
入
江
村
磯
（
現
米

原
市
磯
）
に
生
ま
れ
、
小
学
校
を
卒
業
す

る
と
家
業
の
農
業
に
従
事
し
ま
し
た
。
当

時
、
学
校
で
教
え
る
古
代
史
は
神
話
に
基

づ
い
た
も
の
で
し
た
が
、
磯
崎
氏
は
独
学

で
考
古
学
を
勉
強
し
、
二
〇
代
の
こ
ろ
か

ら
遺
物
を
拾
い
集
め
て
、
遺
跡
を
調
べ
て

歩
き
ま
し
た
。

磯
崎
氏
の
調
査
に
よ

る
と
、
遺
物
の
分
布
状

況
は
、
西
野
、
明
神
、

丸
葭

ま

る

よ

し

、
善
積

よ

し

づ

み

の
各
地
区

の
全
域
に
及
ん
で
い
ま

し
た
。
磯
崎
氏
が
採
集

し
た
資
料
か
ら
、
縄
文

時
代
か
ら
平
安
時
代
に

か
け
て
の
集
落
遺
跡
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
拾
い
集
め
ら

れ
た
遺
物
は
、
縄
文
土

器
、
弥
生
土
器
、
土は

師じ

器き

、
須す

恵え

器き

、
石せ

き

斧ふ

、

古
銭
、
土ど

錘す

い

、
木
製
の

弓
な
ど
百
余
点
に
の
ぼ

り
ま
す
。
各
時
代
の
特

徴
的
な
も
の
と
し
て
、

縄
文
時
代
は
早
期
の
尖せ

ん

底て

い

土
器
の
ほ
か
、
石
棒
、

凹く
ぼ
み

石い

し

、
磨す

り

石い

し

、
石せ

き

鏃ぞ

く

や

骨こ

っ

角か

く

器き

の
銛も

り

が
あ
り
ま

す
。
弥
生
時
代
は
後
期

の
土
器
片
の
ほ
か
、
鹿ろ

っ

角か

く

製せ

い

戈ほ

こ

四
点
と
鹿

角
製
又ま

た

鍬ぐ

わ

一
点
が
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も

弥
生
時
代
の
鹿ろ

っ

角か

く

製せ

い

品ひ

ん

は
注
目
さ
れ
ま
し

た
。
全
長
約
二
三．

六
セ
ン
チ
、
鋭
利
な

刃
が
つ
い
て
お
り
、
武
器
の
戈ほ

こ

か
小
刀
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
古
墳
時

代
で
注
目
さ
れ
る
の
は
韓
国
慶け

い

尚し
ょ
う

南
道

な

ん

ど

う

金
海

き

ん

か

い

郡ぐ

ん

や
釜ぷ

山さ

ん

市し

出
土
の
も
の
に
類
似
す

る
伽か

耶や

系け

い

土
器
の
蓋ふ

た

と
長ち

ょ
う

頸け

い

壺こ

で
す
。
古

代
は
平
安
時
代
後
期
の
灰か

い

釉ゆ

う

陶と

う

器き

が
多
く
、

「
錦
谷
」
「
束
」
な
ど
と
書
か
れ
た
墨ぼ

く

書し

ょ

土
器

ど

き

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
以
降
の
時
代

の
出
土
品
は
皆
無
で
、
内
湖
が
広
が
る
な

ど
、
遺
跡
と
内
湖
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資

料
の
多
く
が
琵
琶
湖
干
拓
資
料
館
の
二
階

展
示
室
に
展
示
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
歴
史
文
化
財
保
護
課
）

入
江
内
湖
干
拓
と
磯
崎
文
五
郎
さ
ん

―
琵
琶
湖
干
拓
資
料
館
の
展
示
品
―

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
113

内
湖
と
は
な
に
か

干
拓
に
か
よ
い
歴
史
を
探
究

琵
琶
湖
干
拓
資
料
館

米
原
市
入
江
五
二
二
ー
三

休
館

土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

入
館

無
料



学力診断テストとあわせて、
学習教材はいかがですか？ 
だんだん授業についていけな
くなりますよ。 

子どもの成績が気になるし、
受けてみようかしら。 

契約をしたけれど 
よく考えると高額だし 
解約したいわ・・・ 

少し高いけれど、こ
れだけしてもらえる
なら契約します。 

塾は、もっと
高額ですよ！ 

わからないところは、電話や
ファックスで個別指導でき、
最後まで面倒をみますよ!!!

弟や妹の時は、
新しいものと無
料で交換できま
すよ！！ 

無料でお子さんの 
学力診断テストを受け
ませんか？ 
 

２ １ 

４ ３ 

後
日
・
・
・ 

どうしよう… どうしよう… 
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＊米原市内の交通事故
件数 87件（－８件）、死者 ４人（＋３人）、傷者 123人（－９人）

県
下
で
振
り
込
め

詐
欺
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

＊米原市内の犯罪発生状況（平成26年７月30日現在） ※カッコ内は前年比

総数 138件（－131件）、侵入盗罪 15件（－11件）、乗物盗 19件（－26件）
非侵入盗罪 59件（－74件）、その他の刑法犯 45件（－20件）

【米原警察署情報】

災害が身近なものであるとの
認識を改めて強く持ち、市や警
察署、消防などの防災機関が発
信する情報に十分注意を払いま
しょう。
また、災害時にとるべき行動

を日ごろからイメージしておき
ましょう。

大規模地震災害に
備えましょう

米原警察署　1 ５２ー０１１０問

アドバイス
・その場で契約しないで、本当に必要な教材かよく考えましょう。
・教材を使うのは子どもです。子どもにやる気があるか、継続で
きるのかよく見極めましょう。

・契約前に契約内容（ファックス指導、個別訪問指導なども含ま
れるのかなど）や解約について十分説明してもらった上、契約
書類の確認をしっかりしましょう。大事なことは書面に明記し
てもらいましょう。

・書店で販売されているものや他社のものと価格や内容について
比較するなど日頃から情報収集しておきましょう。

・先払いは避けた方が良いでしょう。

今回の事例は契約してから5日目に
相談があり、クーリングオフ（無条件
解約）ができました。指導を受けてい
たり、教材を利用していても負担はあ
りませんし、支払金があれば返金して
もらえます。
また、クーリングオフ期間が過ぎて

いても、きちんとした契約書面を受け
取っていなかった場合はクーリングオ
フができる可能性もあります。

困ったときは
市　消費生活相談窓口（米原庁舎）

相談専用 152－8088
〔受 付〕平日 9時30分～16時学習教材の訪問販売にご注意！の巻

大規模災害から自らの命を守るために・・・
◆山（崖）崩れ、宅地造成地等での地滑り、液状化などの危険箇所を
知っておく。
◆自宅近くの避難場所、避難経路を事前にチェックしておく。
◆家族が離ればなれになったときの連絡方法、集合場所等を決めておく。
◆食糧、飲料水、携帯ラジオ、着替え、懐中電灯等、必要最小限の非常
持ち出し用品を準備しておく。
◆テレビ、ラジオ、携帯電話、インターネット等で防災情報をチェックし、
危険だと感じたら、早めに安全な場所に避難する。

「おかしいな」と思ったら一人で悩まず、まずは消費生活相談窓口へご相談ください。

消費生活相談コーナー 消費生活相談コーナー 
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滋賀の恵みたっぷり煮 滋賀の恵みたっぷり煮 
 

琵琶湖でとれる湖の幸と、地元野菜を使って作
ります。中華味で味付けしていて、彩りもきれい
な一品です。ぜひお家でも一度おためしください。

① 石貝とすじエビはさっと洗っておく。
② 鍋に油を熱し、２cm幅に切った豚肉とにんにくを
入れて炒める。

③ 次に石貝、すじエビと酒を振り入れ炒める。
④ さらに５ｍｍ幅のくし形に切ったたまねぎと、短
冊切りにしたにんじん･たけのこを炒め、水と
1cm幅に切った厚揚げを加える。

⑤ ④にAの調味料を入れて煮て、最後に１～２ｃｍ
の長さに切ったねぎを加え、水で溶いたでんぷん
を入れてとろみをつければ出来上がり！

作り方

材料（4人分）

７月11日（金）の給食

Ａ

厚揚げ 120ｇ
豚肉 32ｇ
おろしにんにく 少々
油 小さじ1
石貝 20ｇ
すじエビ　　　　　　　　 ６ｇ
酒 小さじ１/２
にんじん 32ｇ
たけのこ 80ｇ
たまねぎ 140ｇ

ねぎ 32ｇ
中華スープの素 大さじ１/２
オイスターソース 大さじ１/２
うすくちしょうゆ 小さじ２
さとう 小さじ１/４
みりん 小さじ１/２
豆板醤 小さじ１/４
塩　 少々
水 140ｍｌ
でんぷん ８ｇ

お口の健康づくりは認知症、糖尿病などの生活習
慣病や肺炎の予防につながります。

よく噛んで脳機能アップ
奥歯を使ってしっかり噛むことは、脳を目覚め

させ、記憶を担う神経細胞を元気にします。噛み
合わせの具合はどうでしょうか？

お問い合わせ
健康福祉部　福祉支援課（山東庁舎）

155－8110 555－8130

認知症予防にお口の手入れを
年だからとあきらめずに…

よい生活習慣を身につけ、

生活習慣病や認知症を予防しましょう。

歯周病予防は生活習慣病予防
本来なら歯周病菌をやっつけるために出るサイ

トカインという物質は、歯ぐきの炎症が長引くと、
血液に入り込み、からだ中を巡ります。これによ
り、血管の動脈硬化が進み、血流が悪くなり、や
がて脳の機能も低下することで、認知症につなが
るといわれています。したがって、歯磨きができ
ていないと「歯周病→動脈硬化→認知症の発症や
進行」につながることから、歯周病の予防が重要
です。
また、糖尿病のある人も、定期的に歯科受診や

適切なお口の手入れで、糖尿病の治療の指標であ
るHｂA1C(ヘモグロビンエーワンシー)の値を下げ
る効果があり、生活習慣病や認知症予防につなが
ります。

歯科健診を受けましょう
今年３月の日常生活圏域ニーズ調査（介護認定

を受けていない65歳以上対象）では、定期的に歯
科検診を受けている人は、29.9％とわずかでした。
年１回はかかりつけの歯医者で健診を受け、歯の
お手入れの方法も聞いてみましょう。

＊地域包括支援センターでは、
「認知症予防」や「お口の
健康づくり」などの出前講
座を実施しています。ぜひ
ご利用ください。



坂田小６年　西村晟太朗くん
走り高跳びで全国大会出場！！
坂田小学校６年生の西村晟太朗くんが、８月22日(金)～23日(土)

に神奈川県横浜市の日産スタジアムで開催される「第30回全国小学
生陸上競技交流大会」に、走り高跳びの滋賀県代表選手として出場
します。
７月６日に大津市で行われた滋賀県大会では、大会新記録(県タイ

記録)の145cmを記録し、見事優勝。自己ベスト記録140cmも同時に
更新した西村くんは「高く跳べて、とても嬉しかった」と喜びを語っ
てくれました。
走り高跳びの選手だったお母さんの影響を受け、昨年の秋から走り
高跳びを始めた西村くん。陸上教室の米原JACに所属し、毎月２～３
回の練習に参加。自宅でも、助走の練習やゴムを跳び越える練習など、
努力を重ねているそうです。
西村くんは「全国大会の目標は、150cmを跳んで全国優勝！県記

録も更新したい」と全国大会への意気込みを話してくれました。今年、
12歳になる西村くんは、東京オリンピックが開催される2020年には
18歳。「夢はオリンピック選手」と話す西村くんの、今後の活躍がと
ても楽しみですね。頑張れ西村くん！！

オオムラサキの撮影会
（７月６日）

国蝶のオオムラサキの撮影会が、
かぶと山周辺で開催され、県内外か
ら60人が参加しました。この撮影会
は近江・オオムラサキを守る会が初
めて企画したものです。
まず、多和田会館前でオオムラサ

が育つ様子を紙芝居で学んだ後、野
生のオオムラサキが生息するかぶと
山を散策。この日は、残念ながら、
自然の中を飛ぶ姿には出会えません
でした。
その後、観察ハウスで行われた撮

影会では、守る会会長樋口善一郎さ
んが飼育したオオムラサキが、色鮮
やかな羽を広げる瞬間を狙って、カ
メラマンは盛んにシャッターを切っ
ていました。

寄付をいただきました
（７月12日）
澤運送株式会社澤章二代表取締役

会長から、市に100万円の寄付をい
ただきました。
市が取り組む少子化対策や、保育

の充実や子育て支援、地域や社会で
子どもの育ちを支え、育てる環境づ
くりの推進に感銘を受けられ、今回
寄付をいただくこととなりました。
澤会長から平尾市長に目録が手渡

され、平尾市長は感謝状を贈呈しま
した。
いただいた寄付は、９月に開園す

るかなん認定こども園の設備や備品
の充実のために活用していきます。

林野火災を防ごう！
消防夏期訓練開催
（7月20日）

米原消防署で夏期訓練が行われ、
消防署員と市消防団員約100人が参
加しました。
今回の訓練は、河川敷でのバーベ

キューの残り火による山林火災を想
定したもので、消防署員の指導のも
と、団員らは、河川からの放水によ
る消火と、火災の拡大を防ぐためチ
ェーンソーを使用して立木を伐採す
る訓練を迅速に行いました。
訓練後は、8月3日に開催される滋

賀県消防操法訓練大会に出場する市
消防団の長沢班と磯班がポンプ操法
を披露し、大会に向け激励を受けま
した。

▲
身長153cm
の西村くん
は、自分の
目線と同じ
高さの棒を
軽々と跳び
越えます。

82014.8.15
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人権施策基本方針を見直します
シリーズ「2012年度米原市人権意識調査」結果報告②

打楽器のソリストとして幅広く活躍中の前田啓太のソロコンサート。マリンバ
演奏や朗読と打楽器の融合など、打楽器の魅力に迫ります。本格的な演奏をお楽
しみください。

日　　時s ９月６日(土) 14時開演（13時30分開場）
会　　場s ルッチプラザベルホール310
演奏曲目s フランス組曲第５番より/J.S.Bach 
（予定） ～マリンバによるバロック音楽～

Asventuras/A.Gerassimez 
～小太鼓１台で魅せる多彩なサウンド～：ほか

チケットs 全席自由　　500円
※友の会会員はおひとりにつき2枚まで１割引。
※未就学児は入場不可。親子室にて鑑賞となります。

チケット販売所▼
ルッチプラザ／滋賀県立文化産業交流会館／ひこね市文化プラザ
(株)平和堂くらしのサービスセンター
（ビバシティ平和堂、アルプラザ長浜）

市では、「米原市人権施策基本方針」の見直しを現在進めています。この方針の見直しに先立ち、2012年に実施した米原
市人権意識調査の特徴的な結果をお伝えします。今回は、差別や人権侵害への対応に関する設問を取り上げます。

公共ホール音楽活性化事業

前田啓太　パーカッションワールド
～ベルホールに響きわたる多彩な打楽器の音色たち～

お問い合わせ 総務部人権政策課（米原庁舎）
1 52－6629  552－4539

お問い合わせ
米原市民交流プラザ 1 55－4550  
チケット専用 1 55－7150

問 ここ５年以内で差別や人権侵害を
うけたことがありますか。

「ある」と回答した人のうち、「地域社会や
公共の場で、あらぬうわさや悪口で傷つけら
れた」という回答が25.6％(78人中20人)で
最も多くなりました。次いで「職場で、差別
待遇を受けた」「職場で、あらぬうわさ、悪
口で傷つけられた」と続き、場面別では「職
場で」が最も多くなりました。

問 ここ５年以内で差別や人権侵害
を受けたことがありますか。

ある 
13.9％ 

ない 
82.4％ 

不明・ 
無回答 
3.7％ 

問 差別や人権被害を受けたとき、
どのように対応しましたか。

黙ってがまん 

身近な人に相談 

相手に抗議 

職場や学校の相談室などに相談 

その他 

法務局、人権擁護委員に相談 

県人権センターなど民間の相談機関に相談 

弁護士に相談 

警察に相談 

県や市役所などの公共機関に相談 

0 10 20 30 40 50 60

53.8％ 

1.3％ 

1.3％ 

1.3％ 

2.6％ 

2.6％ 

3.8％ 

7.7％ 

19.2％ 

30.8％ 

「黙ってがまん」が約半数と最も多くなりました。また、黙ってが
まんした人の割合を年代別に見ると、60歳代が75.0％と最も高く、
40歳代が28.6％と最も低い割合となりました。また、公共施設な
どへの相談割合は全体的に低くなりました。

【調査結果】
「ある」と答えた人
は13.9％（561人中
78人）で、性別によ
る差は小さいものの、
若い世代に多い傾向
が見られました。

調査対象者
平成24年８月現在で市内に居住する
満20歳以上の男女　1,314人（市民４％）

抽出方法 住民基本台帳による無作為抽出

回収状況 42.7％

2012年度米原市人権意識調査

チケット
発売中！



くらしのガイド 
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●サイズ　 139㎜×82㎜ ｠

●編集発行 滋賀県統計協会
（1 077－528－3391）

●頒布時期　手帳のお受け取り
時期は11月中旬頃の予定です。

●申込方法 各庁舎自治振興課へ
電話、または直接窓口にて。
・米原庁舎　1 52－6623
・近江庁舎　1 52－6920
・山東庁舎　1 55－8101
・伊吹庁舎　1 58－2221

2015年版　
県民手帳　
予約受付中

2～3歳児の成長に必要なバラン

スの良い食事について、調理を行

い楽しく学びます。

開催日 第１回　09月19日(金)
第２回　10月07日(火)
＊いずれか1回の参加。

時　間 9時30分～12時30分

会　場 近江公民館（顔戸1513）

対　象 未就園児（主に2～3歳児）とその保護者15組

内　容 2～3歳児の体の発達の話と、季節の食材を使った料理の調理と試食。

＊第１回と第２回は同じ内容です。

＊保護者が調理をしている間、2～3歳児の子の託児を行います。

料　金 １組500円

申　込 住所、子と保護者の氏名、子の年齢、電話番号を、下記へ電話または

ファックスでご連絡ください。（申込多数の場合は抽選）

締　切 第１回分　9月12日(金)

第２回分　9月30日(火)

■問 市　健康づくり課（山東庁舎）
1 55－8105 5 55－2406

食育親子料理教室
「パクパク・わんぱく教室」参加者募集

期間s9月6日(土)～10月25日(土)
＊10月18日(土)を除く各土曜日に7
回開講

＊3時間×7回（9時30分開始）
会場s滋賀県立盲学校
（彦根市西今町800）

募集定員s先着30人
講座内容▼
・初級コース…簡単な文章が読み
書きできるようになります。

・中級コース…パソコンによる点
訳の基礎が身に付きます。

・応用コース…パソコンで点字の
図形を描き、絵としての点図の
面白さにふれます。

受講料s3,500円（初級コースのみ教
材費1,080円別途必要）

受付期間s8月29日(金)まで
＊平日の9時～17時
＊8月13日(水)～15日(金)除く

申込s下記へ電話にて
■■申・■問 「点字の世界」実行委員会

1 22－2321

日時s9月6日(土)
16時～20時30分（雨天中止）

場所s長浜地方卸売市場（田村町）
北側駐車場

内容s吹奏楽演奏、ストリートダン
ス披露、バナナの早食い競争、餅
（菓子）まき、ビンゴゲーム、懸
賞つき盆踊り大会、魚つかみコー
ナー（小学生以下対象）、模擬店
多数出店

■問 長浜地方卸売市場　感謝祭実行委員会
1 63－4000

日時s9月6日(土)10時～11時30分
場所s長浜赤十字病院　

２号館５階大会議室
内容s子どもの薬について

講師　吉田薬剤師
定員s乳幼児を育児中の50人
申込s8月29日(金)までに下記へ
その他s託児あり（要申込）
■問 長浜赤十字病院　　

1 63－2111 5 68－3312

公開講座「点字の世界」
（初級・中級・応用）開催

おしらせ おしらせ 
市場感謝祭

おしらせ 子育て支援講習会
（参加無料）

日　時 9月29日(月)
10時30分～14時

場　所 長浜市民交流センター　
（長浜市地福寺町）

対　象 米原市および長浜市在住の方

定　員 10人（初めての人優先）
※応募者多数の場合は抽選

内　容 ・小鮎の佃煮
・焼き鯖そうめん
・セタシジミの味噌汁

講　師 成駒家　女将　
堀部 八重　氏

参加料 １人500円を当日徴収
（材料費・保険料含む）

申　込 8月18日(月)～30日(土)
17時までに電話かメール

＊8月24日(日)、27日(水)は休み

■問 長浜地方卸売市場 いちば食育隊
1 63－4000
nagasijo@mx.bw.dream.jp訂正のお知らせとお詫び

広報まいばら8月1日号の内容を下記
のとおり訂正してお詫びします。
15ページ　伊吹の戦争と平和展
【誤】粕渕辰治さん
【正】粕渕辰次さん
20ページ　食とスポーツのつどい
【誤】滋賀県立大学准教授　南和弘さん
【正】滋賀県立大学准教授　南和広さん

料理教室
～プロの味を伝授～

申込締切

９月22日月
1冊550円(税込)

▲ 前回の食育親子料理教室
「夏野DEクッキング」(7月29日)
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自衛官募集
募集 募集 平成27年度滋賀大学大学院

教育学研究科（修士課程）学生募集
おしらせ 

交通安全標語募集

おしらせ 慰霊友好親善事業
参加者募集

今月の表紙

伊吹薬草の
里文化センタ
ーで7月12日、
ゆかたの着付
け教室が開催
されました。
参加者は、

着崩れしにくい着付けのコツや帯結
びの練習など、短時間で丁寧な指導
を受けました。帯を結ぶ時の顔は、
真剣そのもの。色とりどりのゆかた
を粋に着こなし、季節感いっぱいの
時間を楽しみました。

ゆかたの着付け教室

滋賀県では、「ごみのない美しく住みよいまちづ
くり」の実現を目指しています。一人ひとりに日常
生活を見直し、考え、行動していただこうと、標
語・ポスター図案を募集します。

◆募集内容 ごみの散乱防止、減量化、
再資源化等ごみと環境美化に関する
標語・ポスター

◆対 象 者 県内在住、通勤、通学の人
◆応募方法 ・標語は、はがきの裏面に記入。

・ポスターは、四つ切り画用紙（38㎝×54㎝）にて。
文字、色彩は自由。

◆提 出 先 下記の問い合わせ先へ。
◆締　　切 9月19日(金)（当日消印有効）
◆審査・表彰 最優秀賞1点、優秀賞5点、佳作数点を選定し、表彰します。
◆注意事項 ・作品は未発表のもので、自主制作したものに限る。

・住所、氏名、年齢および学校名・学年（児童・生徒・学
生の場合）を明記すること。（ポスター図案については
裏面に記入）

・入賞作品は、キャンペーン等に活用します。その際、氏
名、学校名、学年などを表示することがあります。

・入賞作品の使用権は主催者に帰属し、また応募作品は返
却しません。

■問 滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課　循環調整担当
〒520-8577 大津市京町４丁目1-1
1 077－528－3471 5 077-528-4845
df00@pref.shiga.lg.jp

ごみ減量化と環境美化に関する
標語・ポスター図案を募集します

職種と受験資格▼
①自衛官候補生、一般曹候補生
・平成27年4月1日現在、18歳以上
27歳未満の人、学歴不問

②海上・航空自衛隊航空学生
・平成27年4月1日現在、18歳以上
21歳未満の人

・高校卒業(見込含む)以上の学歴
③防衛大学校、防衛医科大学校
(医学科、看護学科)

・平成27年4月1日現在、18歳以上
21歳未満の人

・高校卒業(見込含む)以上の学歴
受付期間s9月9日(火)締切
（ただし③は9月5日(金)～30日(火)）
■問 自衛隊滋賀地方協力本部
彦根地域事務所（彦根市旭町）
1 0749－26－0587

募集人員（一般入試）▼
・学校教育専攻
（学校、環境、情報各専修） 10人
・障害児教育専攻 3人
・教科教育専攻（国語、社会科、数
学、理科、音楽、美術、保健体育、
技術、家政、英語各専修）32人

出願期間s8月18日(月)
～22日(金) 17時必着

試験日時s9月6日(土)
その他s出願書類等は請求により送
付します。出願資格など詳しくは
ウェブサイトをご覧いただくか、
下記へお問い合わせください。

■問 滋賀大学大学院教育学研究科
入学試験係
1 077－537－7711
5 077－537－7840
URL http://www.shiga-u.ac.jp/admission/

テーマs人と人(親子・地域・家庭な
ど)のつながりにより、交通安全意
識の輪がひろがるもの。

応募締切s9月5日(金)
応募資格s市内在住・在勤・在学の人
応募方法等▼
・自作で1人5点まで。
・様式は自由で、氏名（ふりがな）、
住所、電話番号を明記

・郵送、ファックス､メールなどで
下記事務局へ。または各庁舎自
治振興課、行政サービスセンタ
ーへ提出。

・使用権は協議会事務局に帰属
・選考結果は表彰者のみ通知

■問 米原市交通対策協議会事務局
市　防災危機管理課（近江庁舎）内
〒521-8601 米原市顔戸488番地3
1 52－6630 5 52－6930
bosai@city.maibara.lg.jp

戦没者遺児を対象に、先の大戦で
父等が戦没した旧戦域を訪れ、慰霊
追悼を行うとともに、同じ地域の住
民と友好親善を図ります。
実施地域s東部・西部ニューギニア、
トラック・パラオ諸島、ボルネ
オ・マレー半島、フィリピン､ソ
ロモン諸島、ミャンマー、台湾・
バシー海峡、ミャンマー・インド、
中国、ビスマーク諸島、マーシャ
ル･ギルバート諸島

参加費s9万円
日程の詳細は、日本遺族会事務局
（1 03－3261－5521）へ
■■■申・■問 一般財団法人滋賀県遺族会

1 077－522－7227

▲ 昨年の最優秀賞作品



９月 健康カレンダー 
健康づくり課・米原げんきステーションで交付しています。 
妊娠・出産・育児などに関するご相談、心配ごとなど、 
お気軽にお電話ください。 

155 ― 8105（平日受付 8時30分～17時15分） 

● 
● 

母子健康手帳の交付 
すくすくホットライン 

安心と健康をサポートします 

122014.8.15

人口40,255人（－24） 男19,711人（－５） 女20,544人（－19） 世帯数13,942世帯（－５）

65歳以上の人口 10,740人　　高齢化率 26.68% ※カッコ内は前月との比較【平成26年７月31日現在】

環境保護のため再生紙を使用しています。

植物油インキで印刷しています。

この市政情報紙「まいばら」は13,400部作成し、１部あたりの単価は
９円です。（１円未満切り捨て）※職員の人件費は含まれていません。
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乳幼児健康診査
※いずれも市全域を対象に毎月１回実施します。
※すくすくファイル（赤ちゃん手帳）の中の質問票に子どもさんの様子をみながら記入して当日ご持参ください。
※体調やご都合が悪い場合は、ご連絡の上、次回お越しください。

母と子の強い歯をつくろう運動 ー主催：湖北歯科医師会ー

すくすく相談（育児相談）※市全域を対象に毎月３回実施します。
※申込は不要です。

※妊娠期とお子さんの1歳から6歳までの誕生月に、
歯科健診と衛生指導が親子一緒に無料で受けられます。

実施日 場　　所時　間 内　　　　容

◇育児不安、ストレス等の悩みや、子どもの成長・発達など、育児についての
相談をお受けします。

◇身体計測
◇食事・離乳食についての相談は、栄養士がお受けします。
持ち物：母子健康手帳、すくすくファイル（赤ちゃん手帳）、バスタオル（乳児の計測用）

9月03日(水）

9月24日(水）

9月17日(水）

伊吹保健センター

近江保健センター

9時30分～

11時30分

事業名(対象) 実施日 受付時間 場　　所 持ちもの

BCG
（生後3か月～1歳になる前日まで）
（標準では生後5か月～8か月未満）

9月18日(木）
13時～

13時15分

米原げんき
ステーション

予防接種
※BCGは月１回、集団接種を米原げんきステーションで実施します。 ※診察前の体温は会場で測定してください。
※予防接種を受ける前には冊子「予防接種と子どもの健康」を読み、必要性や副反応について理解した上で接種してください。
※薬を使用している人は、服薬手帳や薬の説明書など、服薬内容のわかるものを持参してください。

◇予診票（すくすくファイルにとじ込みのもの）
◇母子健康手帳　◇体温計
◇委任状(保護者が同伴できない場合)

対　象 実施日 受付時間 場　　所 持ちもの

平成26年02月生まれ 9月10日(水） 9時30分～10時
米原げんき
ステーション

７か月児もぐもぐ教室
※市全域を対象に毎月１回実施します。
※申込は不要です。
（対象月生まれ以外の人は事前に健康づくり課までご連絡ください。）

◇母子健康手帳　　　　　◇筆記用具
◇すくすくファイル
◇バスタオル

事業名（対象）

4か月児健診
（平成26年04月生まれ）
10か月児健診
（平成25年11月生まれ）

1歳8か月児健診
（平成25年01月生まれ）
2歳6か月児歯科健診
（平成24年02月生まれ）

3歳6か月児健診
（平成23年02月生まれ）

9月04日(木）

9月05日(金）

9月25日(木）

9月30日(火）

9月11日(木）

13時～14時

13時～13時30分

13時～13時30分

13時～14時

09時30分～10時30分

米原げんき
ステーション

◇母子健康手帳　◇質問票
◇すくすくファイル
◇バスタオル

◇母子健康手帳　◇質問票
◇すくすくファイル（赤ちゃん手帳）
◇子どもの歯ブラシとコップ

◇母子健康手帳 ◇質問票
◇すくすくファイル（赤ちゃん手帳）
◇子どもの歯ブラシとコップ
◇子どもの尿（朝一番の尿を空容器に入
れてご持参ください）

◇聴力アンケート（健診日までに送付します）

山東健康
福祉センター

歯科健診がありま
すので、はみがき
をしてから、お越
しください。（ ）

実施日 受付時間 場　　所 持ちもの

●健康づくり課　　　　　山東庁舎内（長岡）

●山東健康福祉センター　ルッチプラザ内（長岡） ●米原げんきステーション　　 米原庁舎　南隣（下多良）

●伊吹保健センター　　　伊吹健康プラザ愛らんど内（春照） ●近江保健センター　　　　　 近江庁舎に併設（顔戸）

場所がわからないときは、健康づくり課までお気軽にお問い合わせください。

事業名 場　　所 内　　容 持ちもの

妊婦および

1歳～6歳児歯科健診

湖北歯科医師会会員の歯科医院

※事前にご予約ください。

歯科健診、衛生指導、フッ素

塗布など
◇母子健康手帳
◇親と子のお口の健康手帳

この教室は、７か月のお子さんの体の成長を確認し、成長に合わせた関わりや離乳食の進め方について、お子さんと触れ合っ
たり、実際の離乳食を見たり触ったりしながら、保健師・管理栄養士と楽しく学びます。対象月生まれの人は、受付時間内にお
越しください。

市　健康づくり課　1 55－8105
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